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研究成果の概要（和文）：「地域的関心」については、藤沢、高島平、筑波、富山を対象に実施し、とりわけ藤
沢市中心部については、「通り」、「界隈」、「都市」という３つの観点から文脈を読み解くことができた。３
つの再開発ビルからなる藤沢391街区では「再開発は不連続点、断絶点ではない」、「再開発は民間ビル建設事
業ではない」、「再開発はビル竣工では終わらない」という視点を得た。「国際的関心」については、2018年7
月に国際都市計画史学会2018横浜大会の企画運営を行った。28ヶ国から参加者が集い、67の論文発表パネル、7
つのラウンドテーブル を通じて議論が展開された。

研究成果の概要（英文）：The local contexts of postwar city planning in Japan were discussed through 
the intensive researches in Fujisawa, Takashimadaira, Tsukuba and Toyama. In particular, “street”,
 “area” and “city” were useful viewpoints for understanding the context of Fujisawa center 
district. Three important viewpoints, “Redevelopment project is not a discontinuity for contexts”,
 “Redevelopment project is not a private construction project” and “Redevelopment project 
continues after the completion of construction” were derived from our intensive research on the 
Fujisawa 391 block.
The International Planning History Society Conference 2018, hosted by our team, was held as an 
important event for discussing on postwar city planning in international contexts in July 2018. 
Participants from 28 countries discussed various topics on planning history in 67 panels and 7 round
 tables under the conference theme “Looking at the World History of Planning”.  
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研究成果の学術的意義や社会的意義
2019年は旧都市計画制定から100年、2018年は現行都市計画法制定から50年という節目の年であった。本研究は
そうした都市計画の来歴、実績を歴史的に検証する好機に向けて、特に研究が進んでいなかった戦後の都市計画
史に関する基本的な知見を提供し、議論の土台を形成した点に学術的、社会的な意義を有する。また、IPHS2018
横浜大会の開催は、そうした50年、100年という歴史的パースペクティブを空間的にも広げ、都市計画の時空間
の史的枠組みを構築する契機となったと考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
人口減少社会に突入した我が国において、既存ストックの再編を図り、現代都市を持続可能

なハビタットに再編していくことが都市計画の課題である。その際、都市計画に対する社会的
要請の一つとして、既存の都市空間のストックとしての価値付けがある。それは、都市計画自
身が生み出してきた都市空間を自己評価することに他ならない。成熟型ストック社会からの要
請を踏まえた都市計画史研究、つまり都市計画史研究の次段階＝現代化としては、第一に、都
市計画を制度（技術）史や空間史に限定せず、メデイア等を巻き込んだ運動史や土地所有等の
社会的諸権利に着眼する社会史的な文脈を取り入れること、第二に、都市計画史研究を歴史学
に留めず、実際の都市空間の保全や再生といった未来と緊密に連携させる遺産的視座を確立す
ること、第三に、現代の都市空間の多くを構成する戦後の都市空間と都市計画を対象とし、現
代都市学としての都市計画史を展開することが考えられる。本研究の研究代表者や共同研究者
らは、特に、第二と第三の方向性を主軸に添えて、以下の二つの研究会を組織し、都市計画史
の現代化を押し進め、研究成果を挙げてきた。 
 
①都市計画遺産研究会（日本都市計画学会共同研究組織、2010 年度～）（幹事：中島直、中野、
初田、中島伸、西成、佐野、津々見）：都市計画が生み出した都市空間の遺産的価値について検
討し、保全活用手法の見通しを明らかにした。ここで提起した「都市計画遺産」の特質として、
空間の質の評価だけに収まらない構想や計画の評価の重要性等を明らかにした一方で、東日本
大震災の発生を受けて、アーカイブ構築に取り組み、「都市計画遺産」の概念を社会に提示した。
更に、諸外国での「都市計画遺産」取り組み調査、アメリカ、中国の都市計画史研究者とのＷ
Ｓ（2013 年 3 月、11 月）を企画し、「都市計画遺産」の国際的な広がりを確認した。しかし、
遺産評価については、空間的評価以外の価値付けの方法について明確な整理ができていないこ
と、東日本大震災への対応を通じて、実際の都市計画の立案や復興の過程において「都市計画
遺産」の役割が限定的であり、都市計画の実務との関係構築が継続課題であることも確認され
た。 
 
②前現代都市・建築遺産計画学的検討【若手奨励】特別研究委員会（日本建築学会【若手奨励】
特別研究委員会、2011 年度～2012 年度）（主査：中島直、幹事：初田、委員：中野、中島伸、
西成）：戦災復興期から 1970 年代初頭までの多様な都市空間を対象として、その特徴、遺産的
価値、保全や活用における計画的課題について検討を行った。「前現代」という定義のもとで見
出した都市空間の特徴として、制度化、標準化以前の広義の「つくり手」たちの痕跡が色濃く
残っている点、それらが高度経済成長期の量的供給の大規模さゆえに日常の風景の基調そのも
のの遺産としての価値や特質を問うことになる点が確認できた。その上で、計画学的な課題と
して、１）建築単体および建築群の保全制度の拡張、２）ストックマネジメント技術の社会的
確立、３）ストックの固有性への認識を育てる活動の 3 点を提案したが、委員会では「戦後都
市計画」と総括されるべき総体の把握まで至らず、計画的アクションについても実践的な検証
ができなかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、我が国の眼前の都市ストックの多くをなす「戦後都市計画」とそれが生み出し
た都市空間に対象を絞り込む。その上で、第一の目的は、これまでの研究において課題として
認識された、評価の視点に関して、個別の都市空間を時間的、空間的コンテクストにおいて捉
える、具体的には空間形成や管理の背景にあった構想、計画の展開や主体、権利の再編を含め
たダイナミックな都市的変容の顕われとして都市空間を捉えることで、個別静的な空間の質と
しては把握しにくい都市計画事業やそれが生み出した場所の持つ歴史的意味を明らかにしてい
く方法（「文脈蘇生」）を確立することである。また、第二の目的は、遺産的価値の把握に留め
ずに、その保全や活用の具体的な方法（「遺産再生」）について、実験的、実践的な試みに基づ
いて検証することである。また、「文脈蘇生」や「遺産再生」に関して、抽象的ではなく具体都
市での事例に基づき、個別固有の物語を明らかにする（「地域的関心」）のと同時に、アメリカ、
中国の研究者との間で「戦後都市計画」に関する学術交流を実施し、常に相対化を意識しなが
ら（「国際的視野」）、本研究の質、つまり方法論としての精度を高めていく。 
 
３．研究の方法 
日本の戦後都市計画史に関して、具体の都市空間を選定し、「地域的関心」に基づくケースス

タディを実施する。合わせて、個々の都市の戦後都市計画の背景にあった、戦後都市計画の思
想や制度的展開についても、個々のトピックとして明らかにしていく。結果として、対象都市
は、研究代表者および分担者の研究対象やテーマに即して決定する。本研究期間において、藤
沢市中心部、板橋区高島平、筑波研究学園都市、富山市環水公園を対象に、「文脈蘇生」と「遺
産再生」について、研究を実施した。また、戦後都市計画の背景にあるトピックとして、日本
の戦後都市計画学の起源や戦後住宅政策の起源に関して、探究を行った。 
また、「国際的視野」に関しては、海外研究者を招聘した研究会を開催し、日本の都市計画史

研究を相対化する場を創出する。加えて、第 16 回および第 17回国際都市計画史学会大会(IPHS 
Conference 2014 および 2016)への参加、セッション企画を行う。そして、それらの集大成とし



て、第 18回国際都市計画史学会大会(IPHS Conference 2018)を横浜にて開催し、議論を展開す
る。 
 

４．研究成果 
「地域的関心」に基づくケーススタディについては、藤沢市中心部に関する研究をとりあげ

て、成果を報告する。藤沢市中心部については、「通り」、「界隈」、「都市」という３つの観点か
ら、その文脈を読み解くことができた。藤沢という都市の基盤は、「通り」や「界隈」の構造の
上に、急激な速度と外からの圧力をともなって展開された「都市」への脱皮が行われた 1970
年代前半までに、おおよそ形を成したことを明らかにした。とりわけ、1950 年代後半から 1970
年代前半にかけての 20年の間の歴史的展開が現在の都市空間の文脈の基調を成していた。藤沢
市中心部では、具体的には①旧東海道藤沢宿エリア、②藤沢 391 街区、③辰巳町、④銀座通り、
⑤藤沢市労働会館、⑥鵠沼東の６か所について、戦後都市計画の文脈の検証を行ったが、特に、
1966 年、67 年、71 年に竣工した３つの再開発ビルからなる②藤沢 391 街区では、再開発事業
における文脈の考え方について、整理することができた。 
それは第一に「再開発は不連続点、断絶点ではない」という点である。旧東海道藤沢宿と江

の島とを結ぶ参詣道と、近代藤沢の発展の核となった東海道線との交点にあたる場所に藤沢
391 街区はある。再開発以前から開かずの踏切の手前で人が溢れ、木造の店舗がマーケット的
にひしめき合っていた。藤沢 391 街区は、この歴史の重要な交点に藤沢市の再開発第一号とし
て建設された。再開発前の店舗の多くが再開発ビルの地下一階で営業を続けるかたちで、マー
ケット的空間が継承された。地上階も、外観は普通のビル然としているが、実は防災建築街区
造成組合を結成した地権者たちの土地所有境界を反映させた分節性を保っており、そのことが
迷路的魅力を生んでいる。そして、地権者たちは代が変わっても共同で街区の運営を続けてい
る。近世から現在まで、空間的、社会的文脈は確かにつながっている。 
第二に、「再開発は民間ビル建設事業ではない」という点である。藤沢 391 街区は藤沢駅前南

部第一防災建築街区として造成されたが、当時の計画ではこの街区のみならず、駅前広場を囲
む全６街区で中庭型街区が構想されていた。もとより南口駅前広場はまだ存在しておらず、先
行して検討されていた地区全域での都市改造土地区画整理事業によって生みだされる予定であ
った。この区画整理事業は藤沢市で最初のマスタープランである藤沢市総合都市計画（1957 年）
における土地利用構想が根拠となっていた。つまり、藤沢 391 街区の造成は土地所有者たちの
自発的な民間事業である一方で、マスタープラン、区画整理事業、防災建築街区事業という一
連の流れで、都市計画的な構想を実現させる事業でもあった。「非戦災都市の近代化」という都
市のビジョンを背景としていたこの再開発街区は、今後の都市の現代化、ないし成熟化におい
ても鍵を握る存在である。 
そして、第三に「再開発はビル竣工では終わらない」という点である。藤沢 391 街区内で行

った研究展示や写真展では、多くの来場があり、様々な記憶が語られた。とりわけテナントの
変遷展示が、ひとりひとりの個人史を掘り起こしていった。かつて藤沢の住民であった漫画家・
松本大洋氏が傑作『鉄コン筋クリート』にこの街区の広場を登場させたことに象徴されるよう
に、この街区は市民の強固な心象風景となっていることが確認された。つまり藤沢 391 街区は
再開発事業によって完成したのではなく、人びとによって生きられた記憶の蓄積によって、日々、
その存在は更新されている。「再開発」は長い時間をかけて土地のポテンシャルを、意味を、文
脈を掘り出し、蓄積し続ける行為である。 
「国際的関心」に基づく研究成果としては、2015 年 3月に、中国・浙江大学において、Young 

Scholars Seminar of Planning History Study in China and Japan を開催した。日本からは
都市計画学の成立史、区画整理技術の発展史、大阪の都市計画史的意義に関する 3編の報告を
行い、中国側からの 4 本の発表と合わせて、総合的な議論を行った。2015 年 11 月にはウェス
トミンスター大学のマーク・クラプソン教授を招聘し、日本都市計画学会大会にて、「都市計画
史は「ニュータウン」に何を見ているのか －イギリス研究最前線との対話」を開催した。日
本側から、近隣住区論の導入とニュウータウンとの関係、筑波研究学園都市と千里ニュータウ
ンを題材とした文脈蘇生の試みについて発表し、世界共通の戦後都市計画遺産である「ニュー
タウン」の文脈蘇生と遺産再生について議論を行った。2016 年 10 月にはデルフト工科大学の
カローラ・ハイン教授を招聘し、公開の講演会「Japanese City Planning in Global Perspective」
を実施し、日本の戦後都市計画に対する国際的な観点からの着目点について議論を行った。 
以上の経過を踏まえて、2018 年 7 月に集大成として、国際都市計画史学会 2018 横浜大会の

企画運営を行った。大会テーマに「Looking at the World History of Planning」を掲げたこ
の大会には、欧州、南北アメリカ、アジア、中東、オセアニアの 28ヶ国から参加者が集い、67
の論文発表パネル、7つのラウンドテーブル を通じて、都市計画史に関する活発な議論が展開
された。雑誌『Planning Perspectives』に掲載された大会レビュー論文をはじめとして、参加
者からは日本発の国際的な議論の場 としての高い評価を得た。 
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